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和
歌
山
の
「
人
」

こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
で
す

刀
根
　
浩
さ
ん

海
南
市
・
わ
か
や
ま
観
光
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

創
造
会
議
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

私
は
体
験
型
観
光
と
い
う
の
は
、

人
の
営
み
、
技
術
に
対
す
る
個
人
の

誇
り
や
こ
だ
わ
り
を
そ
の
地
で
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
は
観
光
果
樹

園
で
果
物
を
収
穫
す
る
だ
け
で
し
た
が
、

私
た
ち
が
進
め
て
い
る
体
験
型
観
光
で
は
、

そ
の
木
を
育
て
る
過
程
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
果

物
の
収
穫
に
は
木
を
育
て
て
い
く
作
業
が
一
番
大
切
な
わ
け
で
、
農
家

の
人
に
は
そ
こ
に
色
々
な
技
や
誇
り
が
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

地
域
の
人
と
交
流
し
て
技
や
誇
り
を
体
験
す
る
と
こ
ろ
に
感
動
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
和
歌
山
の
人
は
温
か
い
で
す
か
ら
、
参
加
し

た
人
は
必
ず
満
足
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
よ
。

こ
の
体
験
型
観
光
に
は
、
各
体
験
ご
と
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
地
域
で
体
験
企
画
を
作
っ
た
り
、
調
整
役
と
し
て

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
観
光
客
な
ど
と
の
間
に
立
つ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
先
、
こ
う
し
た
人
を
い
か
に
育
て
て
い

け
る
か
が
重
要
で
す
ね
。

２
年
前
の
南
紀

熊
野
体
験
博
の
時

に
、
地
域
お
こ
し

に
と
み
ん
な
で
藍

染
め
を
始
め
た
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら

希
望
者
を
受
け
入

れ
て
き
た
の
で
す

が
、
せ
っ
か
く
来

て
も
ら
っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
き
ち
ん

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
の
知

識
を
得
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
丁
度
そ
の
時
、

県
が
主
催
す
る
和
歌
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
※

の
募
集
が
あ
っ

た
の
で
す
ぐ
に
参
加
し
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
も
て
な
し
方

な
ど
に
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
し
、
卒
業
後
は
卒
業
生

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
知
識
を

伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
人
が
ふ
れ
合
う
温
か
さ
を
大

事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
い
た
だ
い
た

お
金
以
上
の
満
足
や
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
か
ら
。

和歌山ツーリズム大学

起業家育成塾 受講生募集
農家レストランや直売所を拠点とした体験プロ
グラム作りや、地域おこしとしての体験型観光
で起業を考えている人を対象とした講座です。
日時 2月15日　13～17時
場所 和歌山ビッグ愛（和歌山市）
定員 150人（先着順）
費用 無料
申込 ハガキ、FAX、Ｅメールに住所、氏名、
年齢、電話番号を記入し、2月8日までに和歌山
ツーリズム大学事務局〒640-8249和歌山市雑
賀屋町36雑賀屋町ビジネスパーク110号、
FAX073（ 421）3688、 Ｅ メ ー ル hiro-
k@crest.ocn.ne.jp
問い合わせ　
和歌山ツーリズム大学事務局

t073（421）7346
県庁観光交流課　t073（441）2787

他
に
は
な
い
、
こ
こ
だ
け
の
体
験
で
す
　
　

脇
口
　
睦
也
さ
ん
那
智
勝
浦
町

私
の
先
祖
は
代
々
漁
師
や
魚
屋
、
仲
買
で
ず
っ
と
勝
浦
で
マ

グ
ロ
に
関
わ
っ
て
き
て
、
私
も
仲
買
を
し
て
い
ま
す
。
勝
浦
漁

港
は
生
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
日
本
一
。
大
き
な
マ
グ
ロ
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
様
は
壮
観
で
す
よ
。
マ
グ
ロ
を
並
べ
た
り
、
重
さ
を
計

っ
た
り
、
セ
リ
を
見
た
り
・
・
・
普
通
の
人
は
知
ら
な
い
こ
と

を
体
験
し
て
、
マ
グ
ロ
の
種
類
や
お
い
し
い
マ
グ
ロ
の
見
分
け

方
を
覚
え
ら
れ
ま
す
し
、
楽
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。
普
通
は
見

学
だ
け
で
、
実
際
に
体
験
で
き
る
と
こ
ろ
は
無
い
で
す
か
ら
ね
。

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い

体
験
で
す
。
た
だ
、
朝

早
起
き
し
て
も
ら
わ
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
け

ど
、
そ
の
価
値
は
あ
る

と
思
い
ま
す
よ
。

体
験
型
観
光
は
特
別
な
施
設

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
然
や
農
林
水
産
資

源
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
資

源
」
を
活
用
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
る
う
え
に
、
満
足
し
た
参
加
者
が
二
度
三
度
と
訪

れ
て
地
域
の
内
外
で
の
交
流
が
拡
大
し
て
い
く
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は

森
林
整
備
体
験
や
漁
業
体
験
、
自
然
観
察
な
ど
、
環
境
学
習
や
社
会
学

習
に
も
適
し
た
内
容
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
や
教
育
旅
行
な
ど
の
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。
県
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
受
け
て
旅
行
会
社
も
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
中
に
は
社
員
を
体
験

メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
さ
せ
る
会
社
も
あ
る
な
ど
、
手
応
え
は
充
分
で
す
。

県
で
は
体
験
型
観
光
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
元
の
人
た
ち
と
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
を
考
え
た

り
、
よ
り
多
く
の
人
に
和
歌
山
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
県
内
外
か

ら
の
観
光
客
の
誘
致
や
、
外
国
人
観
光
客
を
視
野
に
い
れ
た
国
際
観
光
の
推
進
な
ど
、
総
合
的
に
県

の
観
光
振
興
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

※
和
歌
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
　
現
地
で
体
験
を
指
導
す
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
調
整
す
る
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方
や
技
術
の
伝

え
方
な
ど
を
具
体
的
に
学
び
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
の
推
進
役
の

養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

和
歌
山
の
大
自
然
と
遊
ぶ
、

技
を
知
る
旅
の
楽
し
み
方
が
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た

陶芸体験農家体験・手打ちうどんづくり 押し花づくり

竹炭づくり

自分の作品を見せ合う参加者。互いにほめ合い、にぎやか

な品評会となる。「柄が出るとき、どきどきわくわくしま

すね。」「自分でやるのは楽しい。」「今度はまた違う柄に挑

戦したいな。」「もっとやりたい。また来ますよ。」

森林整備体験 熊野古道散策

問
い
合
わ
せ
　
県
庁
観
光
交
流
課
t
０
７
３
（
４４１
）
２
７
８
７

地
域
お
こ
し
に
と

始
め
た
の
で
す
が
・
・
・
林
　
裕
子
さ
ん

日
置
川
町

観光客が旅先でその地ならではの様々な体験

を楽しむ「体験型観光」。その鍵をにぎるのは、

各地域で体験メニューを提供する地元の人たち。

昨年7月、県の呼びかけで、紀南地域の農林水

産業や観光業、まちおこしに携わる人たちが

「わかやま観光オプションメニュー創造会議」

を立ち上げ、様々な取り組みを行ってきました。

11月には実際に16の体験メニューを用意して

県内外の一般の人が参加するモニターツアーを

実施。「楽しい」「また参加したい」と、大好評

でした。

地元の人とのふれあいを通して未知の知識や

技を発見・体験する新しい観光スタイルを創っ

ていこうと、各地で情熱をかたむける皆さんに

お話をお伺いしました。

藍
染
め
を
指
導
す
る
林
さ
ん

ゆずコンニャクづくり

次々に水揚げされ、あっと

いう間に足の踏み場もなく

なるほどのマグロが並ぶ。

「これがビンナガマグロ。

これがメバチマグロ。」「こ

こを見て。この色のマグロ

が良いんだ。仲買人はここ

で分かる。経験でね。」「お

いしい！！味が違うわ」
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募
　
集�

初
級
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

時
２
月
23
・
24
日
・
３
月
９
・
10
日

場
県
子
ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ

ー
（
和
歌
山
市
）

対
18
歳
以
上
の
人
　
30
人

申
受
講
申
込
書
で
２
月
１
〜
８
日
に

県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

問
申
込
先
t
０
７
３（
445
）７
３
１
４
、

FAX
０
７
３（
446
）０
０
３
６

犬
の
し
つ
け
方
教
室

時
講
義
＝
１
月
23
日
、
実
技
＝
２
月

６
日

場
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
野
上
町
）

対
県
内
在
住
で
犬
の
制
御
が
で
き
る

成
人
（
家
族
の
同
伴
可
）
20
組
（
先

着
順
）
※
実
技
の
み
の
受
講
不
可

申
１
月
９
〜
23
日
に
会
場

問
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
t
０
７
３

（
489
）６
５
０
０

県
立
自
然
博
物
館
談
話
会

テ
ー
マ
和
歌
山
の
野
生
ザ
ル

時
２
月
11
日
　
13
時
〜

場
県
立
自
然
博
物
館
（
海
南
市
）

対
中
学
生
〜
大
人
　
60
人
　
抽

申
往
復
ハ
ガ
キ
で
参
加
希
望
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
２
月
４
日
ま
で
に
県
立

自
然
博
物
館
〒
642
―
０
０
０
１
海
南

市
船
尾
３
７
０
―
１

問
申
込
先
t
０
７
３（
483
）１
７
７
７

市
町
村
合
併
を
と
も
に
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

時
２
月
９
日
　
13
時
30
分
〜

場
那
智
勝
浦
町
体
育
文
化
会
館

定
400
人
（
先
着
順
）

申
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、意

見
等
を
記
入
し
、２
月
１
日
ま
で
に
県

庁
市
町
村
課
合
併
推
進
室
FAX
０
７
３

（
423
）２
４
２
７
、Ｅ
メ
ー
ルsichoson-

gapei@
office.w

akayam
a.go.jp

問
申
込
先

「
笑
顔
元
気
発
信
変
わ
る
農
業
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
の
活

性
化

時
１
月
30
日
　
12
時
45
分
〜
16
時

場
か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
（
か
つ

ら
ぎ
町
）

定
700
人
（
先
着
順
）

問
伊
都
振
興
局
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
t
０
７
３
６（
34
）１
７
０
０

エ
コ
農
業
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
農
業
と
リ
サ
イ
ク
ル
〜

時
２
月
28
日
　
13
時
〜

場
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山
市
）

定
200
人
（
先
着
順
）

申
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
、
氏

名
、
職
業
を
記
入
し
、
２
月
20
日
ま

で
に
県
庁
果
樹
園
芸
課
FAX
０
７
３

（
441
）２
９
０
９

問
県
庁
果
樹
園
芸
課

病
気
の
子
ど
も
を
地
域
で
支
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
病
気
の
子
ど
も
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

講
演
「
種
ま
く
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば

で
」
佐
藤
律
子
氏

時
２
月
11
日
　
13
時
〜

場
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
（
和
歌
山
市
）

申
１
月
28
日
ま
で
に
県
子
ど
も
保
健

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
t
０
７
３（
445
）

０
５
２
０
、
FAX
０
７
３（
445
）０
６
０
３

※
一
時
保
育
あ
り

問
申
込
先

子
育
て
応
援
講
座

テ
ー
マ

成
長
す
る
子
ど
も
か
ら
学

ぶ
子
育
て
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

講
師
室
み
ど
り
氏
、
佐
藤
律
子
氏
、

伊
奈
令
子
氏

時
１
月
19
・
26
日
・
２
月
２
日

場
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

り
ぃ
ぶ
る
（
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
）

定
30
人
（
先
着
順
）

申
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
１
月
16
日
ま
で
に
会
場
〒
640
―

８
３
１
９
和
歌
山
市
手
平
２
―
１
―
２

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
９
階
、t
０
７
３（
435
）

５
２
４
５
、
FAX
０
７
３（
435
）５
２
４
７
、

Ｅ
メ
ー
ルe0315012@

office.w
aka

yam
a.go.jp

※
一
時
保
育
申
込
は
１
月
11
日
ま
で

問
申
込
先

ホ
タ
ル
の
看
板
イ
ラ
ス
ト

テ
ー
マ
「
ホ
タ
ル
を
と
ら
な
い
よ
う
に
」

「
ホ
タ
ル
を
大
切
に
、
環
境
も
」「
私
た

ち
の
河
川
に
ホ
タ
ル
の
飛
来
を
」「
ホ

タ
ル
と
共
に
環
境
を
考
え
よ
う
」
な
ど

対
県
内
在
住
の
高
校
生
以
下

規
格
８
つ
切
り
又
は
４
つ
切
り
画
用

紙
に
ク
レ
ヨ
ン
、
水
彩
絵
の
具
、
ポ

ス
タ
ー
カ
ラ
ー
を
使
用
す
る
こ
と

賞
最
優
秀
賞
１
人
（
副
賞：

図
書
券

１
万
円
分
）
、
優
秀
賞
10
人
（
副

賞：

図
書
券
３
千
円
分
）

申
３
月
１
日
ま
で
に
海
草
振
興
局
健

康
福
祉
部
衛
生
環
境
課
「
地
域
・
ひ

と
・
ま
ち
づ
く
り
調
整
事
業
実
行
委

員
会
」
〒
642
―
０
０
２
２
海
南
市
大

野
中
９
３
９

問
申
込
先
t
０
７
３（
482
）０
６
０
０

農
林
水
産
省
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー

任
期
平
成
14
年
４
月
か
ら
１
年
間

対
和
歌
山
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
在

住
者
（
他
の
官
公
庁
モ
ニ
タ
ー
予
定

者
を
除
く
）
20
人
（
選
考
）

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
家
族
構
成
を
記
入
し
、

２
月
８
日
ま
で
に
近
畿
農
政
局
消
費

生
活
課
〒
602
―
８
０
５
４
京
都
市
上

京
区
西
洞
院
通
下
長
者
町
下
ル

問
申
込
先
t
０
７
５（
451
）９
１
６
１

環
境
省
環
境
モ
ニ
タ
ー

任
期
平
成
14
年
４
月
か
ら
２
年
間

対
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
（
公

務
員
除
く
）
６
人

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
月

18
日
ま
で
に
県
庁
環
境
生
活
総
務
課

問
県
庁
環
境
生
活
総
務
課

公
正
取
引
委
員
会
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

任
期
平
成
14
年
４
月
か
ら
１
年
間

対
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
消
費
者

10
人
（
選
考
）

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
、
各
種
モ
ニ
タ
ー

経
験
の
有
無
、
家
族
構
成
、
最
寄
り
駅

（
最
寄
り
駅
ま
で
の
所
要
時
間
）、
応

募
理
由（
100
字
程
度
）を
記
入
し
、
１

月
７
日
〜
２
月
８
日
に
公
正
取
引
委

員
会
近
畿
中
国
四
国
事
務
所
取
引
課

〒
540
―
０
０
０
８（
専
用
郵
便
番
号
）

大
阪
合
同
庁
舎
第
４
号
館

問
申
込
先
t
０
６（
６
９
４
１
）２
１

７
５

放
送
大
学
学
生

４
月
入
学
生
を
募
集
。
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん

種
類
①
全
科
履
修
生
＝
大
学
卒
業

（
学
士
〈
教
養
〉）
を
め
ざ
す
②
選
科

履
修
生
＝
１
年
間
在
学
③
科
目
履
修

生
＝
１
学
期
間
（
６
カ
月
）
在
学
④

大
学
院
生
（
修
士
科
目
生
）

対
①
18
歳
以
上
②
③
15
歳
以
上
④
募

集
要
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

問
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

t
０
７
３（
431
）０
３
６
０

和
歌
浦
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
係
留

艇
等

ヨ
ッ
ト
５
艇
、
船
外
機
３
隻
を
募
集

申
１
月
７
〜
21
日
に
和
歌
浦
シ
ー
サ

イ
ド
（株）
t
０
７
３（
446
）３
３
０
５

問
県
庁
漁
港
課
、
又
は
申
込
先

東
京
学
生
寮
入
寮
者

新
宿
駅
か
ら
京
王
線
で
約
35
分
。

一
人
部
屋

対
東
京
近
辺
の
４
年
制
大
学
（
原
則

と
し
て
昼
間
の
部
の
学
生
）
に
入
学

予
定
及
び
現
在
在
学
中
の
男
子
で
、

保
護
者
が
県
内
在
住
の
人
　
若
干
名

申
①
１
月
15
〜
２
月
22
日
②
３
月
１

〜
15
日
に
必
要
書
類
を
（財）
県
奨
学
会
東

京
学
生
寮
〒
182
―
０
０
１
６
東
京
都
調

布
市
佐
須
町
３
―
16
―
２
へ
郵
送

面
接
①
２
月
23
日
②
３
月
16
日
に
県

民
文
化
会
館
（
和
歌
山
市
）

費
入
寮
金
５
万
円
、
寮
費
月
額
（
食

費
含
む
）
４
６
、
５
０
０
円
（
予
定
）

問
県
教
育
委
員
会
総
務
課
、
東
京
学

生
寮
t
０
４
２
４（
82
）２
３
９
０

2002.2月�
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     1 2 3�
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2002.1月�
 月 火 水 木 金 土 日�
  1 2 3 4 5 6�
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 21 22 23 24 25 26 27�
 28 29 30 31

私
は
テ
レ
ビ
で
盲
導
犬
を
何
度
か
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
び
に
思
い
ま
し
た
。

「
か
し
こ
い
犬
だ
な
ぁ
。」
と
。
だ
が
、

そ
の
よ
う
に
思
う
だ
け
で
盲
導
犬
と
い

う
犬
の
本
質
を
私
は
ほ
ん
の
一
部
分
し

か
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

盲
導
犬
と
い
う
の
は
ペ
ッ
ト
で
は
な

く
人
の
た
め
に
働
く
犬
で
す
。
目
の
不

自
由
な
人
の
「
目
」
の
か
わ
り
を
つ
と

め
る
犬
な
の
で
す
。

目
が
不
自
由
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
私

た
ち
と
違
う
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

み
ん
な
同
じ
人
間
な
の
で
す
。

な
の
に
、「
目
が
見
え
な
い
く
せ
に

外
な
ん
か
出
歩
く
な
。」「
さ
っ
さ
と
歩

け
、
じ
ゃ
ま
す
る
な
。」
な
ど
と
差
別

す
る
言
葉
を
言
う
人
を
テ
レ
ビ
で
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
は
絶
対
間
違
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。

「
犬
と
い
っ
し
ょ
で
は
入
れ
ま
せ
ん
。」

と
い
う
言
葉
に
「
す
み
ま
せ
ん
。」
と

あ
や
ま
っ
て
い
る
の
は
必
ず
盲
導
犬
を

つ
れ
て
い
る
人
な
の
で
す
。

私
は
こ
れ
を
見
て
と
て
も
腹
が
立
ち

ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
こ
の
人
が
あ
や
ま
っ
て
、

言
っ
た
人
が
あ
や
ま
ら
な
い
ん
だ
ろ

う
。」
と
。

こ
ん
な
と
き
私
は
こ
の
人
を
助
け
て

あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
思
い
も
差
別
を
す
る

人
間
と
同
じ
く
ら
い
間
違
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

私
は
、
目
の
不
自
由
な
人
が
い
た
ら
、

何
で
も
手
助
け
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
は
「
手
助
け
し
て
あ
げ

た
」
と
い
う
よ
う
な
、
自
己
満
足
に
す

ぎ
な
い
考
え
な
の
で
す
。

そ
れ
は
、
少
し
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。

や
た
ら
手
伝
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
立
場
に
な
っ
て
不
便
さ
を
感
じ
る
部

分
を
除
い
て
あ
げ
る
べ
き
な
の
で
す
。

こ
こ
で
、
な
ぜ
盲
導
犬
と
い
う
目
が

存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
と
て
も

深
く
わ
か
り
ま
し
た
。

盲
導
犬
は
、
そ
の
人
の
「
目
」
な
の

で
す
。

最
近
「
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
、
積

極
的
に
外
出
が
で
き
る
よ
う
に
。」
と

い
う
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
視
覚
障
害
の

あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
外
出
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
う
と
う
な
勇
気
の
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
交
通
に
対
す
る
恐
怖
、
そ

れ
に
も
増
し
て
彼
ら
を
み
て
心
を
傷
つ

け
る
人
た
ち
に
対
す
る
恐
怖
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
や
行
政
が
、

不
便
さ
や
恐
怖
を
と
り
除
い
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
活
動
を
も
っ
と
増
や
し
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

視
覚
障
害
者
の
「
目
」
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
周
囲
の
人
た
ち
が
積
極
的
に
心

が
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
の

場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
別
な

「
目
」
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、「
心
の

目
」
と
「
澄
み
き
っ
た
目
」
で
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
い
く
社
会
に
し
て
ゆ
く

の
が
私
た
ち
の
世
代
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
。

私
は
将
来
こ
う
い
う
人
た
ち
が
気
に

せ
ず
気
軽
に
入
れ
る
店
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
も
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
連
載
は
、
県
同
和
委
員
会
が
毎
年
募
集
す
る
同
和
運
動
啓
発
作

文
の
入
選
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
素
直
に
見
つ
め
た
「
人
権
」

へ
の
ま
な
ざ
し
。

私
た
ち
大
人
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。

（
平
成
12
年
度
入
選
作
品
）

心
の
目

川
辺
町
　
大
成
中
学
校
　
１
年
　
大
橋
　
朋
美

同和連載�

ご意見を募集します
県は、めざす政策の方向を指標で表

す「和歌山県ベンチマーク（仮称）」

の策定に取り組んでいます。指標の

選定について意見を募集。ベンチマ

ーク案は県ホームページをご覧いた

だくか、ご請求ください。

対 県内在住・在勤の人

申 １月31日までに県庁政策審議室

問 県庁政策審議室
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試
　
験�

紀
南
青
少
年
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
等

と
交
流
し
よ
う

時
・
場
１
月
26
日
＝
佐
野
会
館
（
新

宮
市
）、
１
月
27
日
＝
熊
野
古
道
大

門
坂
（
那
智
勝
浦
町
）

対
県
内
の
高
校
生
又
は
16
〜
18
歳
で

２
日
間
参
加
可
能
な
人

定
20
人
　
抽

費
500
円

申
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
高
校
生
は

高
校
名
・
学
年
を
記
入
し
、
１
月
18

日
ま
で
に
（財）
県
国
際
交
流
協
会
〒
640

―
８
３
１
９
和
歌
山
市
手
平
２
―
１

―
２
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
８
階
、
FAX
０

７
３（
435
）５
２
４
３

問
申
込
先
t
０
７
３（
435
）５
２
４
０

応
急
危
険
度
判
定
新
規
・
更
新
講
習
会

地
震
に
よ
り
被
災
し
た
建
築
物
の
危

険
度
を
応
急
的
に
判
定
す
る
技
術
者

を
養
成

時
・
場
２
月
14
、21
日
＝
県
民
文
化
会

館（
和
歌
山
市
）、２
月
19
日
＝
シ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル（
田
辺
市
）
13
時
〜

対
県
内
在
住
・
在
勤
の
一
級
・
二
級

建
築
士
、
木
造
建
築
士
、
県
市
町
村

の
建
築
技
術
職
員

定
各
会
場
100
人
（
先
着
順
）

申
込
用
紙
配
布
１
月
７
〜
31
日
に
県

庁
建
築
課
、
各
振
興
局
建
設
部
建
築

課
（
海
草
除
く
）

申
１
月
31
日
ま
で
に
県
庁
建
築
課

問
県
庁
建
築
課

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
継
続

申
請
は
お
早
め
に

有
効
期
限
が
３
月
31
日
ま
で
の
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
引
き
続
き
治
療
を
受
け
る
必
要

の
あ
る
方
は
、
住
所
地
の
保
健
所
で

継
続
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
４

月
30
日
ま
で
に
継
続
申
請
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
公
費
負
担
を
受
け

ら
れ
な
い
期
間
が
生
じ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
※
治
癒
・
転
症
等

に
よ
り
継
続
の
必
要
の
な
い
方
は
、

保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
和
歌
山
市
保
健
所
、
各
県
立
保
健

所
、
県
庁
健
康
対
策
課

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

和
歌
山
乳
児
院
に
体
験
入
所
し
、
子

育
て
の
悩
み
相
談
が
で
き
ま
す

対
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

費
無
料
（
飲
食
代
は
自
己
負
担
）

問
県
庁
子
育
て
推
進
課

暴
力
団
追
放
県
民
・
市
民
大
会

講
演
小
田
啓
二
氏
（
日
本
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
理
事
長
）

時
２
月
８
日
　
13
時
30
分
〜

場
県
民
文
化
会
館
（
和
歌
山
市
）

問
県
庁
県
民
生
活
課

福
祉
職
場
就
職
相
談
会

時
①
１
月
25
日
　
11
時
〜

②
１
月
26
日
　
13
時
30
分
〜

場
①
和
歌
山
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

（
和
歌
山
市
）
②
田
辺
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
（
田
辺
市
）

問
①
県
社
会
福
祉
協
議
会
t
０
７
３

（
435
）５
２
１
１
②
田
辺
市
社
会
福
祉

協
議
会
t
０
７
３
９（
26
）４
９
１
８

児
童
手
当
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
は
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
※
所
得
制
限
あ
り

問
県
庁
子
育
て
推
進
課
、
各
市
町
村

役
場

雇
用
支
援
制
度
説
明
会

内
容
雇
用
支
援
制
度
、
助
成
金
制
度

等
に
つ
い
て

時
・
場
２
月
６
日
＝
岩
出
町
商
工
会
、

２
月
７
日
＝
橋
本
商
工
会
館
（
橋
本

市
）、
２
月
12
日
＝
和
歌
山
商
工
会

議
所
（
和
歌
山
市
）、
２
月
13
日
＝

海
南
商
工
会
議
所
（
海
南
市
）、
２
月

14
日
＝
御
坊
商
工
会
議
所
（
御
坊
市
）

各
13
時
30
分
〜

対
中
小
企
業
事
業
主

定
各
100
人
程
度

申
・
問
県
庁
雇
用
推
進
室

丸
正
百
貨
店
発
行
商
品
券
の
供
託

金
の
払
渡
手
続
に
つ
い
て

平
成
13
年
７
月
13
日
ま
で
に
還
付
手

続
を
済
ま
さ
れ
た
方
に
近
畿
財
務
局

か
ら
手
続
に
必
要
な
書
類
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
請
求
を
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い

受
付
和
歌
山
地
方
法
務
局
（
和
歌
山

市
）
※
混
雑
し
ま
す
の
で
郵
送
に
よ

る
手
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
t
０
７
３

（
422
）５
１
３
１

農
業
共
済
事
業

風
水
害
、
寒
害
等
の
自
然
災
害
や
火

災
、
病
虫
害
等
に
よ
る
損
失
を
補
償

問
県
庁
農
業
振
興
課
、
北
部
農
業
共

済
組
合
t
０
７
３
６（
73
）６
７
２
４
、

中
部
農
業
共
済
組
合
t
０
７
３
７

（
63
）５
１
２
１
、
南
部
農
業
共
済
組

合
t
０
７
３
９（
22
）０
７
０
４

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

１
・
２
月
は
献

血
者
数
が
少
な

い
月
で
す
。
献

血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
は
た

ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

献
血
場
所
和
歌
山
駅
前
献
血
ル
ー
ム

（
和
歌
山
市
）

受
付
成
分
献
血
＝
10
〜
12
時
、
14

〜
17
時
、
全
血
献
血
＝
10
〜
13
時
、

14
〜
17
時
45
分
（
１
月
１
・
２
日
は

休
み
）

※
移
動
採
血
車
の
献
血
場
所
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
県
庁
薬
務
課
、
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
t
０
７
３（
455
）６
６
１
３

（社）
県
福
祉
事
業
団（
障
害
児
者
施

設
）看
護
婦（
士
）

時
２
月
17
日

場
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山
市
）

対
看
護
婦（
士
）
有
資
格
者
　
４
人

勤
務
予
定
場
所
南
紀
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
上
富
田
町
）

申
２
月
８
日
ま
で
に
福
祉
事
業
団
事

務
局

問
申
込
先
t
０
７
３（
435
）５
２
３
４

測
量
士
・
測
量
士
補

時
５
月
19
日

願
書
配
布
１
月
15
日
か
ら
県
庁
用
地

対
策
室
、
各
振
興
局
建
設
部

受
付
２
月
１
〜
28
日
に
国
土
交
通
省

国
土
地
理
院
総
務
部
総
務
課
〒
305
―

０
８
１
１
茨
城
県
つ
く
ば
市
北
郷
１

問
県
庁
用
地
対
策
室

県
立
高
等
学
校
定
時
制
・
通
信
制

課
程

【
定
時
制
】
紀
の
川
＝
単
位
制
・
普
通

科
（
昼
・
夜
）、
粉
河
＝
普
通
科
（
夜
）、

青
陵
＝
単
位
制
・
普
通
科
（
昼
・

夜
）
・
情
報
会
計
科
（
夜
）、
和
歌
山

第
二
工
業
＝
機
械
科
・
電
気
科
・
建

築
科
（
夜
）、
海
南
＝
普
通
科
（
夜
）、

耐
久
＝
普
通
科
（
夜
）、
日
高
＝
普
通

科
（
夜
）、
南
紀
＝
単
位
制
・
普
通
科

（
夜
）、
南
紀
周
参
見
分
校
＝
普
通
科

（
夜
）、
新
宮
＝
普
通
科
（
夜
）

【
通
信
制
】
紀
の
川
＝
普
通
科
、
陵

雲
＝
普
通
科

出
願
受
付
【
推
薦
】
紀
の
川
（
定
時

制
・
普
通
科
）、
青
陵
（
普
通
科
・
情

報
会
計
科
）、
和
歌
山
第
二
工
業
（
機

械
科
・
電
気
科
・
建
築
科
）
＝
２
月

７
・
８
日
【
一
般
】
定
時
制
＝
２
月

26
〜
28
日
正
午
ま
で
、
通
信
制
＝
３

月
１
〜
30
日
正
午
ま
で

※
学
力
検
査
日
、
成
人
特
別
措
置
、

奨
学
金
の
貸
与
や
授
業
料
減
免
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

問
各
学
校
、
県
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課

県
立
高
等
技
術
専
門
校

時
２
月
５
日
　
９
時
30
分
〜

対
中
学
・
高
校
の
卒
業
者
（
平
成
13

年
度
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
又
は
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人
で
30
歳
以
下
の
人
。
た
だ
し
、

新
宮
校
は
年
齢
問
わ
ず

●
和
歌
山
高
等
技
術
専
門
校
t
０
７
３

（
477
）１
２
５
３

中
卒
デ
ザ
イ
ン
木
工
科
12
人
、
高
卒

理
容
科
12
人
、
機
械
電
子
工
学
科
７

人
、
建
築
工
学
科
８
人

●
田
辺
高
等
技
術
専
門
校
t
０
７
３
９

（
22
）２
２
５
９

中
卒
塑
性
工
芸
科
20
人
、
高
卒
自
動

車
工
学
科
若
干
名

●
新
宮
高
等
技
術
専
門
校
t
０
７
３
５

（
31
）７
３
２
９

中
卒
建
築
科
20
人
、
高
卒
溶
接
技
術

科
15
人

願
書
配
布
各
高
等
技
術
専
門
校
、
最

寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

申
１
月
18
〜
29
日
に
卒
業
見
込
者
は

学
校
を
経
由
し
て
希
望
の
高
等
技
術

専
門
校
、
そ
の
他
は
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク

問
各
高
等
技
術
専
門
校
、
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ご
あ
ん
な
い�

種

類

農
作
物
共
済

果
樹
共
済

家
畜
共
済

園
芸
施
設
共
済

農
機
具
共
済

対

象

米温
州
み
か
ん
、
梅
、
桃
、
柿
等

乳
牛
、
肉
牛

ガ
ラ
ス
温
室
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
等

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
等
の
農
機
具

●
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
の
家
族
に
対
す
る
介
護
料

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
、
脊
髄
又
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
常
時
又
は
随
時
介

護
を
必
要
と
す
る
重
度
後
遺
症
害
者
の
家
族
に
介
護
料
を
支
給
。

●
交
通
遺
児
家
庭
貸
付
制
度

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
し
た
方
又
は
重
度
の
後
遺
症
害
が
残
っ
た
方
の
中
学

校
卒
業
前
の
遺
児
に
対
す
る
貸
付
制
度

ご
存
じ
で
す
か
　
こ
ん
な
制
度

問
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
支
所
t
０
７
３（
431
）７
３
３
７



8

平成13年は、何かと暗い話題の多い年でしたが、
12月に皇太子様ご一家に待望のお子さまが誕生され、
明るさの兆しを見た年の瀬でした。今、県は、『緑

の雇用事業』をはじめ和歌山「発」や「初」の事業に力を入れ
ています。新年はさらに斬新で県民の皆様に共感していただけ
る事業にもっともっと取り組んでいきます。県民の友も県庁
「発」のホットな話題をお届けしていきますのでよろしくお願
いします。
ちなみに個人的に切実な「はつ」は「髪」です…。新年が皆

様に健やかな年でありますように。(良)

県民文化会館 t073（436）1331
レニングラード国立バレエ「白鳥の湖」 2月1日

Ｓ席11,000円、Ａ席9,000円、Ｂ席7,000円、Ｃ席5,000円

県立博物館 t073（436）8670
信仰と美術

－国立博物館・美術館巡回展－

1月12日～2月11日

県植物公園緑花センター t0736（62）4029
花の水彩画教室※　スケッチ　 1月27日

仕上げ 2月3日

和紙ちぎり絵教室※　　　　　 2月17日

早春の盆栽展　　　　　　　　 2月9～11日

洋ラン展　　　　　　　　　　 2月9～11日

※は事前申込必要

県立紀伊風土記の丘 t073（471）6123
子ども歴史クラブ（小学生対象） 1月12日

竪穴住居で古代の食事　　

（木の実を使って縄文クッキー等を作ります） 1月13日

昔のくらし体験学習

（学校団体等の社会見学のみ受付） 1月15日～3月15日

企画展「昔のくらし」 3月21日まで

交通事故相談 t073（441）2359
【常設相談】月～金曜日（東牟婁振興局t0735
（22）8551は水曜日を除く）

場所 県庁交通事故相談所、東牟婁振興局

【弁護士による相談】●県庁交通事故相談所　1月
21日、2月4日　受付 13～14時　●東牟婁振興局
1月18日、2月8日　受付 正午まで（電話予約必要）

【巡回相談】●伊都振興局　1月23日　●西牟婁振
興局　2月13日　受付 11～15時

県民相談 t073（441）2356
【常設相談】月～金曜日　場所 県庁県民相談室

【弁護士による相談】①1月25日　②2月8日　

場所 県庁県民相談室

電話予約受付（先着20人）①1月15日～②1月28日～

【移動相談】①1月22日貴志川町保健福祉センター
②2月5日海南市住民センター③2月15日すさみ町住
民福祉会館 電話予約受付（先着10人）①那賀振
興局t0736（61）0005 ②海草振興局t073（441）
3352 ③西牟婁振興局t0739（26）7906

高齢者相談 t073（435）5212
【常設相談】月～金曜日

【専門相談】医療、リハビリ、保険・年金、税金、栄
養、住宅、法律、健康※日時はお問い合せください。

【弁護士による相談】1月18日、2月15日（電話予
約必要）

場所　県高齢者総合相談センター（和歌山ビッグ愛7階）

ひとり親家庭相談
【常設相談】月～金曜日　場所 各振興局健康推進課

【弁護士による相談】最寄りの振興局健康推進課へお
問い合わせください。

【問い合わせ】海草t073（482）0600 那賀t0736
（61）0049 伊都t0736（42）3210有田t0737（64）
1294 日高t0738（22）3481 西牟婁t0739（26）
7933 東牟婁t0735（21）9610 古座支所t0735
（72）0136

県
道
高
野
口
野
上
線
（
天
野
ト
ン
ネ
ル
）

開
通
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

み
ち
し
お
、
き
さ
く
、
あ
や
め
、
美
山
、

龍
神
、
丹
生
ヤ
マ
セ
ミ
、
鶴
の
湯
、
梅
香

丘
、
千
里
浜
。
県
内
で
も
有
数
の
温
泉
の

宝
庫
・
日
高
地
方
の
温
泉
で
す
。
海
、
山
、

川
と
、
贅
沢

ぜ
い
た
く

に
満
喫
で
き
る
こ
の
９
つ
の

温
泉
が
連
携
し
、
日
高
地
方
の
振
興
を
図

ろ
う
と
、
各
温
泉
地
の
代
表
が
集
ま
り
、

「
ほ
の
ぼ
の
日
高
”湯
快
“な
温
泉
協
議
会
」

を
発
足
。
共
通
入
浴
券
や
割
引
券
の
発
行
、

温
泉
を
利
用
し
た
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
な

ど
、
訪
れ
る
人
も
迎
え
る
人
も
”
湯
快
”

な
気
分
に
な
れ
る
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
日
高
振
興
局
地
域
行
政

課
t
０
７
３
８（
24
）２
９
０
５

おたすけ介護ネット
県では、県内の介護

サービスを行う事業所・
施設のサービス内容をイ
ンターネットで詳しく紹
介するホームページ『お
たすけ介護ネット』をつ
くりました。
その特長は、介護保

険の利用者やその家族の方が、「食事」や「入浴」、「趣味・
娯楽」、「利用する曜日」といった項目別に、自分が求めるサ
ービスを提供している事業所・施設を検索できることです。
ケアマネージャーがケアプランを作成する際にも役立ちます。
問い合わせ
県庁長寿社会推進課 t073（441）2527

デンマークチームが和歌山でキャンプ！

ほのぼ
の日高

“湯快
”な

温泉協
発足

放送日時　�

テレビ（テレビ和歌山）�

　　平成14年1月1日（火）11：00～11：30�

　　平成14年1月3日（木）9：30～10：00（再放送）�

ラジオ（和歌山放送）�

　  平成14年1月1日（火）9：15～9：30

新春特別番組�
�

タイトル�

「元気印！」の二人が語る2002年和歌山の夢�
　木村知事と本県ゆかりの演歌歌手天童よしみさんが

対談します。天童さんは今や押しも押されもせぬ演歌歌

手の第一人者。その天童さんを迎え、お正月らしく明る

くにぎやかに、和歌山の明日を二人が熱く語ります。 

木村知事と天童よしみさんが対談！�

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

和
歌
山
県
民
会
議

創
立
20
周
年
記
念
・
第
21
回
県
民
大
会
（
入
場
無
料
）

今
回
は
創
立
20
周
年
の
記
念
大
会
と
し
て
、
北
海
道
根
室
の

中
学
生
を
招
い
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
楽
し
く
北
方
領
土
問
題
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

第
１
部

県
民
大
会

第
２
部

『
翼
を
く
だ
さ
い
』『
冬
が
来
る
前
に
』
な
ど
で
有
名
な
「
紙
ふ
う
せ
ん
」
コ
ン
サ
ー
ト

第
３
部

北
海
道
産
品
抽
選
会

日
　
時

２
月
２
日(

土)

13
時
45
分

場
　
所

県
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

同
事
務
局(

県
庁
広
報
室
内)

t
０
７
３（
441
）
２
０
３
０

愉
快
！！

土偶（山形・杉沢遺跡出土）

奈良国立博物館蔵

2002年ワールドカップサッカー

ゆ
か
い
！湯

快
！？

2002年ワールドカップサッカー大会に出場するデンマークチームが、本

県で準備キャンプをすることが内定し、昨年12月3日、発表記者会見が開か

れました。

その席上、和歌山に決定した理由を聞かれたデンマークサッカー協会代表

スティーン・ダラップさんは、「キャンプ地で大事なのは、選手が練習以外

の時間をいかにリラックスして、楽しく過ごせるかということ。初めて和歌

山を視察した時は、まさに“パラダイス”という印象で、自然環境も施設も

交通アクセスも素晴らしいし、何より迎えてくれる人の温かさを感じた。

ここなら家族といるような気持ちで過ごせると思う。」と話しました。

同チームは韓国での予選を突破して決勝トーナメントに進めば、再び

本県でキャンプをする予定です。私たち和歌山県民としても、日本とと

もにデンマークも応援したいですね。

問い合わせ　県教育委員会スポーツ健康課t073（441）3700

「紙ふうせん」


